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愛をもって助け「愛」、
自らも楽しもう



元
気
な
シ
ニ
ア
の
輝
け
る
場
づ
く
り
を

上
島
町
の
平
成
28
年
の
総
人
口
に
し

め
る
65
歳
以
上
の
割
合
（
高
齢
化
率
）

は
43
．91
％
と
高
い
数
値
。
こ
れ
は
県

内
で
２
番
目
の
高
さ
。
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
が
増
え
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な

い
、
生
活
を
す
る
う
え
で
の
小
さ
な
困

り
ご
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。３月５日オープンの交流拠点「ENGAWA」。

町の人も観光客も縁側のように気軽に立ち
寄ってもらいたいとの思いがこめられている。

「ENGAWA」で落語を披露する、ささえ愛隊　副会長　山本昊志さん

愛
を
も
っ
て
助
け「
愛
」、自
ら
も
楽
し
も
う

将
来
、
高
齢
化
率
は
さ
ら
に
高
ま
る

と
予
想
さ
れ
る
中
、「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
上
島

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
上
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
、
い
き
い
き

と
活
動
し
、
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
で
き
る
「
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
50

代
か
ら
70
代
の
元
気
な
シ
ニ
ア
を
対
象

に
平
成
26
年
11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

３
年
か
け
て
弓
削
・
岩
城
・
生
名
地
区

で
開
催
。
46
名
の
方
が
受
講
修
了
し
、

弓
削
・
生
名
地
区
の
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
は
「
さ
さ
え
愛
隊
」
を
、
岩
城
地

区
の
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
ハ
ー
ト

リ
ー
フ
」
を
結
成
。
養
成
講
座
で
得
た

知
識
や
経
験
を
基
に
、
今
の
上
島
町
に

何
が
必
要
か
。
自
分
た
ち
に
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
話
し
合

い
活
動
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、活
動
を
続
け
て
行
く
中
で
、

高
齢
者
も
若
い
人
も
誰
で
も
い
つ
で
も

立
ち
寄
れ
、
交
流
で
き
る
場
所
が
欲
し

い
と
い
う
意
見
が
生
ま
れ
、
平
成
29
年

３
月
、
交
流
拠
点
「
E‌

N‌

G‌

A‌

W‌

A
」

が
完
成
。
管
理
運
営
を「
さ
さ
え
愛
隊
」

が
行
い
、
立
ち
寄
る
人
を
迎
え
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
、
上
島
町
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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弓
削
・
生
名

地
区
の
シ
ニ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
が

所
属
す
る
「
さ

さ
え
愛
隊
」
の

活
動
内
容
は
主

に
２
つ
。
高
齢

者
で
も
若
い
人

で
も
観
光
客
で

も
誰
も
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る

ENGAWAを 彩 る 花 々
は、村上ヤス子さん（71）
が用意し、ささえ愛隊み
んなで活けたもの。

座談会の途中でティータイム。
この日は光法かほるさん（69）
手作りのドーナツがおやつ。

「
集
い
の
場
」
づ
く
り
と
、
高

齢
者
の
ち
ょっ
と
し
た
困
り
ご
と

を
解
決
す
る
「
さ
さ
え
愛
隊
の

て
ご
う
」。

「
あ
り
が
と
う
」が

や
り
が
い
に

「
集
い
の
場
」
と
し
て
、
毎

月
第
１
火
曜
日
に
誰
で
も
参
加

可
能
な
サ
ロ
ン
を
「
E‌

N‌

G‌

A‌

W‌

A
」で
開
催
。
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
の
趣
味
や
得
意
な
こ
と
を

活
か
し
て
で
き
る
こ
と
を
月
１

回
開
催
の
座
談
会
で
企
画
準
備

し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
落
語
や
し
め
縄
作
り

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

「
さ
さ
え
愛
隊
の
て
ご
う
」

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
行
え
な

い
、
窓
や
換
気
扇
の
掃
除
、
庭

の
草
と
り
、
お
話
相
手
な
ど
、

小
さ
な
困
り
ご
と
を
手
助
け
す

る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

「
窓
や
換
気
扇
の
掃
除
を
し
て

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
って
く
れ

る
の
が一番
う
れ
し
い
。
や
り
が

い
あ
り
ま
す
よ
。」
と
語
る
の
は

介
護
福
祉
士
の
資
格
も
持
つ
、

「
さ
さ
え
愛
隊
」
会
長　

宮
地

利
雄
さ
ん
。「
お
話
相
手
と
し

て
高
齢
者
の
お
宅
へ
伺
って
、
逆

に
私
た
ち
が
教
え
て
も
ら
う
こ

と
が
いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
味
噌

や
醤ひ

し
おの

作
り
方
を
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
る
ん
で
す
。
他
に
も
、

雨
が
た
く
さ
ん
降
る
年
は
こ
の

豆
を
植
え
た
ら
い
い
と
か
、
降

ら
な
い
年
な
ら
こ
っ
ち
の
豆
と

か
。
若
い
人
は
知
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
私
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
笑
）。
高
齢
者
は
来
て
く
れ
て

助
か
る
と
思
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う

け
ど
、こ
っ
ち
も
助
か
る
ん
で
す
」

と
活
動
が
楽
し
み
な
様
子
。

「
さ
さ
え
愛
隊
の
て
ご
う
」
は

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。

「
さ
さ
え
愛
隊
が
町
民
の
皆
さ

ん
の
頼
り
に
な
る
存
在
に
な
れ
た

ら
と
思
って
い
ま
す
。
何
が
で
き

る
の
か
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す

が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
お
手
伝
い
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。」
と
訴
え‌
る
宮
地
さ
ん
。

「
さ
さ
え
愛
隊
」
は
交
流
拠

点
「
E‌

N‌

G‌

A‌

W‌
A
」
を
中

心
に
活
動
中
で
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
「
E‌

N‌

G‌

A‌

W‌

A
」

を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ささえ愛隊
会長　宮地　利雄さん（74）

ENGAWAで
お待ちしてます！

この４月からささえ
愛隊に加入した、シ
ニアサポーター養成
講座３期生の岡辺
恒一さん（69）

サロンに
遊びにきてください

ハートリーフ

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
２

期
生
の
皆
さ
ん
が

結
成
し
た
「
ハ
ー

ト
リ
ー
フ
」
は
、

平
成
28
年
度
か
ら

活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
名
前

の
意
味
は
「
ど
く

だ
み
」の
英
語
名
。

世
代
を
超
え
た
交
流
を
テ
ー

マ
と
し
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母

さ
ん
が
子
育
て
の
息
抜
き
が
で

き
る
場
所
に
も
し
た
い
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
、「
ハ
ー
ト
リ
ー
フ

の
会
」
を
実
施
。
こ
れ
ま
で
は
、

自
分
た
ち
が
持
って
い
る
知
識
や

経
験
を
基
に
、
編
み
針
を
使
わ

な
い
マ
フ
ラ
ー
作
り
や
、
野
菜
を

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係
　
主
事

恵
美
　
孝
彦
さ
ん
（
30
）

活動するときはハート
リーフ（どくだみ）の押
し花があしらわれた手作
りの名札を首に下げる。

使
っ
た
お
や
つ
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。「
今
ま
で
全
く
知
ら
な

か
っ
た
人
も
、
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
顔
を
合
わ
せ
た
ら
挨
拶
す

る
よ
う
に
な
って
、
私
た
ち
も
交

流
が
広
が
り
ま
し
た
。
マ
フ
ラ
ー

作
り
に
参
加
し
て
く
れ
た
方
が
、

帽
子
も
作
っ
た
の
よ
と
見
せ
て
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と

語
る
の
は
村
上
久
美
子
さ
ん
。

し
か
し
、
活
動
を
始
め
た
ば

か
り
の
「
ハ
ー
ト
リ
ー
フ
」
に
は

大
き
な
課
題
が
。「
私
た
ち
に

は
大
き
な
目
的
が
４
つ
。
そ
の

う
ち
２
つ
、
趣
味
や
特
技
を
活

か
し
た
「
お
楽
し
み
隊
」
と
「
手

作
り
隊
」
は
実
現
し
ま
し
た
が
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
生
活
支
援

を
す
る「
お
声
か
け
マ
ン
」や「
お

高齢者、シニア
世代、お母さん
世代、そして子
ども達と、世代
間 交 流 を 図 る
ハートリーフの
活動

助
け
マ
ン
」
も
活
動
目
的
で
す
。

し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
く
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
手
が
ま

わ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
活
動

を
知
って
も
ら
って
、一緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
方
が
増
え
る
と
い
い

ん
だ
け
ど
」
と
語
る
の
は
、ハ
ー

ト
リ
ー
フ
の
中
心
と
な
って
活
動

し
て
き
た
百
瀬
嘉
子
さ
ん
。
現

在
「
ハ
ー
ト
リ
ー
フ
」
メ
ン
バ
ー

は
11
名
。
全
て
が
女
性
。
高
齢

者
の
小
さ
な
困
り
ご
と
を
解
決

し
て
い
く
に
は
、
女
性
だ
け
で
は

難
し
い
案
件
も
出
て
く
る
。「一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中
！
男
性
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！
」

と
の
こ
と
。

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
た
い
る
方

た
ち
は
、
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
修
了
し
た
方
た
ち

の
中
で
地
域
に
貢
献
す
る
活
動

に
参
加
表
明
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
た
ち
で
す
。
も
と
も
と
は

愛
媛
県
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

の
一
貫
で
し
た
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
協
議
し
た
結
果
、「
シ

ニ
ア
の
方
た
ち
が
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
に
特
化
す
る
の
は

勿
体
無
い
、
も
っ
と
自
分
た
ち

が
楽
し
ん
で
や
れ
る
こ
と
を
支

援
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
な
り
、
今
の
形
に
な
り

ま
し
た
。現
在
、「
さ
さ
え
愛
隊
」

に
27
名
、「
ハ
ー
ト
リ
ー
フ
」

に
11
名
の
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
た
交
流
を

自
ら
が
楽
し
み
な
が
ら

地
域
に
貢
献
を

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
的

は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま

す
。「
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
自

身
の
生
き
が
い
づ
く
り
」と「
活

動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す

る
」
と
い
う
こ
と
。
み
ん
な
楽

し
ん
で
参
加
し
て
く
れ
て
ま

す
。
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

躍
を
も
っ
と
い
ろ
ん
な
方
に

知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
自
分
も

あ
ん
な
活
動
が
し
て
み
た
い
と

い
う
シ
ニ
ア
世
代
が
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
。
み
ん
な
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
元
気
な
シ
ニ
ア
の

活
用
に
も
な
り
ま
す
し
、
介
護

予
防
に
も
な
り
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
助
け
と
な
る
よ
う

な
存
在
に
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

が
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す

ね
。シ

ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
上
島
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
６
ー
２
２
６
１

編み針を使わないマフラー作り

シニアサポーター養成講座修
了記念のトートバッグ。活動
するときはいつも持ち歩く

E N G A W A

誰もが立ち寄れる場所

３
月
５
日
（
日
）、

新
た
に
整
備
さ
れ
た

交
流
拠
点
「
E‌

N‌

G

‌

A‌

W‌

A
」
に
お
い

て
、
上
島
町
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
民
泊

推
進
に
参
画
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
た
ち
に

よ
る
「
滞
在
型
観
光

交
流
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
E‌

N‌

G‌

A‌

W‌

A
」は
、上
島
町

を
訪
れ
た
観
光
客
、町
民
、お
年
寄

り
も
若
い
人
も
子
ど
も
も
、誰
で
も

立
ち
寄
り
交
流
で
き
る
場
所
。毎

日
９
時
〜
17
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て

お
り
ま
す
の
で
、気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。「
E‌

N‌

G‌

A‌

W‌

A
」

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
は
、

「
さ
さ
え
愛
隊
」の
皆
さ
ん
が
現
在

検
討
中
。ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
の
か
、皆
さ
ん
の
そ
の
目
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

ENGAWAは弓削郵便局の隣

弓削郵便局

★

交流拠点
「ENGAWA」

上島町役場
弓削総合支所
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こ
の
春
、
町
内
の
学
び
舎
で
行
わ
れ
た
卒
園
・
卒
業
・
修
了
式
、
入
園
・
入
学
式
。

そ
の
よ
う
す
を
お
伝
え
し
ま
す
。

教
職
員
異
動
状
況（
転
任
）

弓
削
小
学
校

教
頭
堀
尾　

新
治
（
宇
和
島
市
立
三
間
小
学
校
）

事
務
長
越
智　

浩
文
（
新
居
浜
市
立
中
萩
小
学

校
）
教
諭
芝
田　
敬
三
（
県
立
今
治
特
別
支
援
学

校
）
主
事
松
本　
剛
亮（
松
山
市
立
素
鵞
小
学
校
）

講
師
西
谷　
賢
治
（
今
治
市
立
乃
万
小
学
校
｜
新

規
採
用
｜
）、
中
川
あ
ゆ
み
（
今
治
市
立
鴨
部
小

学
校
｜
新
規
採
用
｜
）

生
名
小
学
校

校
長
矢
野　

弘
之
（
今
治
市
立
大
三
島
中
学
校
）

教
諭
菅
谷　
康
道
（
退
職
｜
再
任
用
｜
弓
削
小
学

校
）、
亀
山
美
佐
子
（
今
治
市
立
波
方
小
学
校
）

岩
城
小
学
校

教
頭
本
山　
卓
嗣
（
西
条
市
立
禎
瑞
小
学
校
）
教

諭
井
出　
笑
（
今
治
市
立
朝
倉
小
学
校
）

魚
島
小
中
学
校

校
長
清
水　
伸
（
退
職
）
教
諭
太
田　
孝
樹
（
退

職
）、
長
畑　
優
子
（
今
治
市
立
南
中
学
校
）、
田

中　
一生
（
今
治
市
立
大
西
中
学
校
）
講
師
渡
部　

陽
（
今
治
市
立
西
中
学
校
）

弓
削
中
学
校

校
長
福
島　

聖
史
（
生
名
小
学
校
）
教
諭
片
平　

通
彦
（
退
職
）、
石
川　
敬
之
（
岩
城
中
学
校
）

岩
城
中
学
校

教
諭
村
上　

和
（
今
治
市
立
桜
井
中
学
校
）、
木

藤　
諭
志
（
今
治
市
立
立
花
小
学
校
）
非
常
勤
講

師
松
本　
悠
佳
（
退
職
）

弓
削
高
等
学
校

校
長
勝
田　
毅
（
丹
原
高
等
学
校
）
事
務
長
福
本　

薫
（
大
洲
高
等
学
校
）
教
諭
玉
井　
洋
介
（
今
治

西
高
等
学
校
）、
鷹
尾　

亜
美
（
新
居
浜
商
業
高

等
学
校
）教

職
員
異
動
状
況（
着
任
）

弓
削
小
学
校

教
頭
菅　
洋
二
（
愛
媛
大
学
附
属
小
学
校
）
事
務

長
秦　
徹
雄
（
新
居
浜
市
立
泉
川
中
学
校
）
教
諭

田
窪
ま
な
美
（
今
治
市
立
立
花
小
学
校
）、
石
山　

遼
（
今
治
市
立
乃
万
小
学
校
）、菅
谷　
康
道
（
生

名
小
学
校
｜
再
任
用
｜
）
主
事
植
田　
華
加
（
｜

新
規
採
用
｜
）

生
名
小
学
校

校
長
福
島　

聖
史
（
弓
削
中
学
校
）
教
諭
檜
垣　

優
子
（
今
治
市
立
鳥
生
小
学
校
）

岩
城
小
学
校

教
頭
脇
阪　
順
三
（
今
治
市
立
富
田
小
学
校
）

魚
島
小
中
学
校

校
長
田
井　
通
臣
（
伊
予
市
立
伊
予
中
学
校
）
教

諭
谷
川　

裕
子
（
今
治
市
立
大
三
島
中
学
校
）、

木
村　

浩
志
（
今
治
市
立
南
中
学
校
）、
谷
本　

菜
保
（
今
治
市
立
伯
方
中
学
校
）

弓
削
中
学
校

校
長
田
窪　
鉄
哉
（
松
山
市
立
五
明
小
学
校
）
教

諭
稲
本　

文
（
今
治
市
立
大
島
中
学
校
）、
渡
邉　

玄
（
今
治
市
立
大
西
中
学
校
）
非
常
勤
講
師
村
上　

も
も
（
｜
新
規
採
用
｜
）

岩
城
中
学
校

教
諭
石
川　
敬
之
（
弓
削
中
学
校
）
非
常
勤
講
師

村
上　
も
も
（
｜
新
規
採
用
｜
）

弓
削
高
等
学
校

校
長
願
成
寺　
優
（
伊
予
高
等
学
校
）
事
務
長
青

野　
敏
郎（
県
教
育
委
員
会
）教
諭
竹
中　
幸（
今

治
西
高
等
学
校
）、
越
智　

雅
之
（
小
松
高
等
学

校
）

３月１日　弓削高等学校卒業式３月11日弓削商船高等専門学校卒業式・修了式

３月16日　弓削中学校卒業式３月16日　岩城中学校卒業式

３月16日　魚島中学校卒業式３月23日　弓削小学校卒業式

３月23日　生名小学校卒業式３月23日　岩城小学校卒業式３月23日　魚島小学校卒業式

３月28日　弓削保育所卒園式３月28日　岩城保育所卒園式

４月８日　弓削高等学校入学式

４月６日弓削商船高等専門学校入学式

４月11日　弓削中学校入学式

４月10日　弓削小学校入学式

４月５日　弓削保育所入園式

４月５日　生名保育所入園式４月５日　岩城保育所入園式

４月10日　岩城小学校入学式

４月11日　岩城中学校入学式４月11日　魚島中学校入学式

旅
立
ち
の
春
、出
会
い
の
春
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5月
健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10 Ｐ獲得できます

はつらつ教室自主活動★
毎週月曜 13:30 ～ 14:30 生名保健センター
いきいき体操★
８日(月) 10:00 ～ 11:30 生名保健センター
22日(月) 10:00 ～ 11:30 生名保健センター
まめっこクラブ
11日(木) 10:00 ～ 11:30 生名保健センター
おたっしゃクラブ★
17日(水) 10:00 ～ 12:30 ３分団集会所
健康相談★
18日(木) 10:00 ～ 11:00 生名保健センター
育MEN料理教室★
19日(金) ９:30 ～ 12:30 生名保健センター

生名保健センター ☎７４‒０９１１

健康相談★
９日(火) 10:00 〜 11:30 せとうち交流館

おたっしゃクラブ★
10日(水) 10:00 〜 12:30 弓削開発総合センター
18日(木) 10:00 〜 12:30 下弓削中央集会所
19日(金) 10:00 〜 12:30 弓削保健センター
11日(木) 10:00 〜 12:30 久司浦集会所
31日(水) 10:00 〜 12:30 下弓削中央集会所
のびのびひろば
12日(金) 10:00 〜 11:00 弓削保健センター
総合健診
22日(月) ８:00 〜 11:00 弓削開発総合センター

23日(火) ８:00
13:00

〜
〜

11:00
14:00 せとうち交流館

24日(水) ８:00 〜 11:00 せとうち交流館

25日(木) ８:00
13:00

〜
〜

11:00
14:00 弓削保健センター

26日(金) ８:00 〜 11:00 弓削保健センター

体操教室「あおぞら」★
11日(木) 14:00 ～ 15:30 魚島地域交流施設
健康相談★
16日(火) 13:30 ～ 16:30 魚島保健福祉センター
18日(木) 10:00 ～ 14:00 高井神公民館
特定健診・がん検診★
30日(火) 13:30 ～ 16:30 魚島保健福祉センター

魚島保健福祉センター ☎７４―１１２０

はつらつ教室自主活動★

毎週火曜 10:00 ～ 11:00 岩城保健センター１階
トレーニングルーム

にこにこ広場★
11日(木) 14:00 ～ 16:00 北集会所
23日(火) 14:00 ～ 16:00 岩城開発センター
育児教室★
11日(木) 10:00 ～ 11:30 岩城保健センター
健康相談★
16日(火) 10:00 ～ 11:00 コミュニティセンター
特定健診・がん検診★

31日(水) 8:00
13:00

～
～

11:00
14:00 岩城保健センター

１日(木)
8:00

13:00
～
～

11:00
14:00 岩城保健センター

２日(金) 8:00 ～ 11:00 岩城保健センター

岩城保健センター ☎７４―０７５５

元気アップ体操

ＣＡＴＶ11チャンネルで
13 時・18 時 放 映 中！

普段何気なく座っている姿勢を見直してみましょう。
人はリラックスした時には、骨盤が後傾しやすく、背
筋が丸まる傾向があります。この状態を円背といいま
す。円背は放置しておくと肺を圧迫したり、首を上げ
たり、腕をまっすぐあげることも困難になります。また、
片頭痛の原因にもなります。
今月は、胸を張る姿勢を深部から支える筋肉を鍛

えます。肩関節が固いうちは動かしにくいですが、痛
みの無い範囲で少しずつ行っていきましょう。

健康だより

脇と肘を 90 度に保ち、腕を振りかぶるように後ろ
に引く。ゆっくりと肩甲骨を寄せるように意識して。

ーインナーマッスルトレーニング３ー

歯
周
病
と
か
ら
だ
の
関
係

例
え
ば
、
歯
周
病
患
者
は
脳

梗
塞
や
心し

ん
き
ん
こ
う
そ
く

筋
梗
塞
な
ど
の
循
環

障
害
に
な
る
確
率
が
３
〜
４

倍
、
早
産
（
低
体
重
児
出
産
）

は
報
告
に
よ
って
異
な
り
ま
す
が

３
〜
７
倍
の
危
険
性
が
あ
る

他
、
糖
尿
病
や
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
な

ど
多
数
の
病
気
と
関
連
し
て
い

ま
す
。

歯
周
病
が
進
行
す
れ
ば
、
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
は
深
く
な
り
、
そ
れ

に
伴
い
、
歯
周
病
原
菌
の
数
も

当
然
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
は
生

体
内
に
侵
入
し
た
細
菌
を
排
除

す
る
た
め
に
白
血
球
が
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
内
へ
大
量
に
集
積
し
、
免

疫
・
炎
症
反
応
が
表
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
産
生
さ
れ
る
物
質
や

歯
周
病
原
菌
が
血
液
中
に
入
り

込
み
、
血
行
に
乗
って
全
身
へ
移

行
し
、
様
々
な
疾
患
と
関
連
し

て
く
る
の
で
す
。（
図
）

弓削保健センター ☎７７‒３７００

６月

1テイクバック（振りかぶり）

片手の甲を背中につける。胸を張るように意識し、
手の甲を背中から離す。

2バックハンドプッシュ
最大の所で
5 秒キープ！

最大の所で
5 秒キープ！

10 回を1セット
１日2～3セット

LET'S TRY!

10 回を1セット
１日2～3セット

LET'S TRY!

早産・
低体重児

出産

細菌性
心内膜炎

心血管系
疾患

誤嚥性
肺炎

関節
リウマチ 糖尿病

歯周病

図　歯周病に関連している全身疾患
「歯周病をなおそう」ー沼部幸博監修ーより

歯
周
病
が
全
身
の
様
々
な
疾
患
と

深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

歯
周
病
予
防
の
た
め
の

セ
ル
フ
ケ
ア

一番
大
切
な
ケ
ア
は
、「
歯
磨

き
」
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
、
歯
磨
き
以
外
に
次
の
項

目
に
も
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

❶
食
生
活
に
気
を
つ
け
る

甘
い
物
や
軟
ら
か
い
物
ば
か
り

食
べ
な
い
。
だ
ら
だ
ら
不
規
則
に

食
べ
な
い
。

❷
禁
煙
す
る

❸
か
み
し
め
、
食
い
し
ば
り
を

や
め
る

❹
口
呼
吸
の
原
因
を
治
す

鼻
炎
な
ど
で
口
呼
吸
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
耳
鼻
咽
喉
科
と
も
相

談
し
、
原
因
解
決
に
努
め
る
。

❺
定
期
的
に
歯
石
を
除
去
し
て

も
ら
う

歯
周
病
が
悪
化
す
る
前
に
こ
ま

め
に
歯
石
を
取
って
も
ら
う
。

毎
日
の
食
生
活
を
含
め
た
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
歯
周
病
を

予
防
す
る
事
が
、
全
身
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
は
、

自
分一人
だ
け
で
き
ち
ん
と
行
う

の
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
歯
科
医
を
受
診

し
、
生
活
習
慣
も
含
め
口
腔
内

の
ケ
ア
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
は
つ
ら
つ
さ
ん
」
の

元
気
の
秘
訣

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
残
っ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
愛
媛
県
と
歯
科
医
師
会
が

表
彰
す
る
「
元
気
は
つ
ら
つ
コ

ン
ク
ー
ル
」。
28
年
度
に
は
、

町
内
で
も
14
名
の
方
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

そ
ん
な
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
」

が
教
え
る
歯
の
健
康
の
秘
訣
は

①
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

②
寝
る
前
に
歯
を
磨
く

③
早
め
に
歯
科
医
を
受
診
す
る

成人歯科健康診査がはじまりました
歯をなくす原因の半分は虫歯、残りの半分は歯周疾患とい

われ、とりわけ中年以降では歯が抜ける原因の90％が歯周
疾患といわれます。若い時から健康な歯を守り、生涯を通じ
た口腔の健康管理へ繋げましょう。
●�対 象　 満 20・25・30・35・40・45・50・55・60・

65・70歳になる者（年度末3月31日基準）
●健診医療機関　上島町内歯科医院
　岩城歯科診療所	岩城　☎︎75-2628
　村上歯科医院	 生名　☎︎76-3163　※火・木午後のみ
　弓削歯科医院	 弓削　☎︎77-2276
　鈴木歯科医院	 弓削　☎︎77-3718
●�受診方法　受診希望の医療機関へ直接「成人歯科健診」

の受診予約を行い、受診の際には以下の書類を持参する
　①健康保険証　②「成人歯科健康診査受診票」
●自己負担額　500円／回　※該当年度1回限り
　�歯石除去や健診でみつかった疾患の治療を希望する場合

は、改めて予約し保険による治療となります。

健康ポイントを集めよう！
町民が自ら健康づくりに取り組むきっかけづ

くりを目的に「健康づくりポイント制度」を実
施しています。今年度からは、より一層自己管
理の向上を目指せるよう、それぞれの健康づく
りの行動ごとにポイントを付与します。

健康づくりは、一人ひとり意識をもつことか
らはじまります。ポイント付与が目標となり、
健康づくりの一助になればと考えます。ポイン
トを集めてみんなで楽しく健康づくりをしましょ
う。

年間達成目標　100ポイント
❶�自己目標をたて、月に21日以上達成すると1

月あたり10ポイント
❷�健診を受ける・健康推進課の教室に１回参

加するごとに10ポイント

今月の担当
保健師
松浦　里佳
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愛であふれる上島町へ / 島おこし協力隊活動報告

ここから始まる物語
３月１日（水）、平成 28 年度

第 68 回卒業証書授与式をせと
うち交流館で挙行し、多数のご
来賓の皆様と保護者の皆さまに
見守られながら卒業生 24 名が
学び舎を後にしました。
式では、勝田毅校長から「い

ざというとき一差し舞えるよう
様々な経験を積み、人間性を磨
いてください。」と式辞があり、
卒業生代表の重田朋未さんが「こ
の弓削高校での日々を支えに、
自分を奮い立たせて困難に立ち
向かっていきます。」と力強く答
辞を述べました。
生徒たちは少人数ながら絆を

深め、充実した学校生活を送る
ことができました。今まで卒業

生を支えていただき、本校の教
育活動に御助力いただいた皆様
方、本当にありがとうございまし
た。

仲間と想像する未来の授業
３月14日（火）、愛媛県庁で

行われた、第２回 ICT 教育フェ
スタに本校生徒が参加してきま
した。ICT 機器を活用した未来
の授業アイデアソンというテー
マで、こんな授業があったらい
いなというICTを活用した授業

について考え、意見交換したり、
全体の場で発表したりしました。
参加した２年生の濱田日和さん
大林椿季さんは「私たちは発表
兼進行を担当しました。意見を
まとめたり、進行する中で様々
な意見に触れることができまし
た。また他のグループの斬新な
意見や発表を聞くことができ、
とても勉強になりました。」と話
していました。

LETTERS FROM SCHOOL 

起
業
家
甲
子
園
で
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

マイコン部が起業家甲子園で総
務大臣賞を受賞
３月７日（火）、コクヨホール

（東京都品川区）にて第 6回「起
業家甲子園」が開催され、本
校のマイコン部チーム「Knee’s 
Needs ―英姿颯走―」が全国
8チームの中から、総務大臣賞
及び企業賞5件に選ばれました。
膝や姿勢の状態を収集・分析

してランナーにアドバイスをする
システムを作成し、３月５日（日）
に開催された「ゆめしま海道いき
なマラソン」にチームメンバーが
参加して動作や完成度を確認し
ました。
今後は、事業化を目指し、さ

らにシステムの改善を進めていき
たいと意気込みを語っています。

平成28年度
卒業式及び修了式を挙行
３月11日（土）、平成 28 年

度電子機械工学科・情報工学科
卒業式及び専攻科（生産システ
ム工学専攻）修了式を本校第二
体育館で挙行し、卒業生68 名・
修了生５名の計 73 名が学び舎
を後にしました。
木村校長から「柔軟な智恵と

たゆまぬ努力で、未来を支える

エンジニアとなってください」と
式辞があり、卒業生総代の中山
颯さんが「学びに終わりはない。
弓削商船高専で学んだ5年間を
誇りにして、これからも精進して
きたい」と力強く答辞を述べまし
た。
春空の日差しの下、卒業生・

修了生たちの表情はこれからの
輝ける未来に期待を弾ませてい
るかのように輝いてみえました。

古
巣
羽
ば
た
く
24
名
の
卒
業
生

弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

こんにちは、島おこし協力隊の佐藤です。
上島町に越してきて、もうすぐ１年が経と
うとしています。冬から春のはじめにかけ
様々な海藻や柑橘類を目にし、特に柑橘
の種類の多さには本当に驚かされました。
それぞれに個性があり、どれも美味しくい
ただきました。昨年までは、みかん・伊予柑・
八朔くらいしか知らなかったのに、ずいぶ
んと詳しくなったと思います。
3月に「あい♥あいフェスタ」が弓削・
岩城にて２日間開催され、私は【手作り味
噌と家庭の和食】をテーマとしたドキュメ
ンタリー映画鑑賞後に、おにぎりとみそ汁
をふるまいました。上島町内では現在、生
名島と佐島のふたつの婦人グループが販
売用に味噌を手作りしています。今回のイ
ベントではその両方のグループにご協力い
ただき、一緒にみそ汁を作り、味噌の販

売を行いました。普段、当たり前のように
献立の一部として食べているみそ汁です
が、手作りの味噌で、それぞれ違う出汁
と具で作った2 種類のみそ汁はたいへん
好評で、嬉しいことに皆さん汁まで残すこ
となく召し上がってくださいました。私は、
甘い麦味噌に初めは驚きましたが、しっか
り取った出汁と島の麦味噌はとても相性が
良く、すっかり麦味噌が好きになりました。
今回のご縁で、婦人グループの方 と々一
緒に作業をすることが増え、島で普段食べ
られている料理などを色 と々教わっていま
す。島での当たり前の食生活も他所から見
たら珍しく新鮮であることが多く、地域の
魅力というものは普段の生活の中にたくさ
んあると感じています。今後、そんな地域
の魅力をより多くの方に知っていただきた
く活動していきたいと思います。

地域の魅力は普段の生活の中に

３月11日（土）、12（日）に開催した第
1回あい♥あいフェスタについてご紹介
します！これは、地域のつながりやいろ
んな「あい」をわきあいあい感じてもら
い、楽しい一日を過ごしてもらおうとい
う企画です。午前は「その後のはなちゃ
んのみそ汁GIFT」「いただきます」のド
キュメンタリー映画を上映。昔ながらの
和食、みそ汁の力、私たちが忘れている
大切なものがそこにはありました。子ど
もたちの笑顔、生き生きとした姿に自然
と涙があふれ、見終わった後、みんな
で食べた生名と佐島の味噌で作ったみ
そ汁は本当においしく、手づくり味噌と
おばちゃんたちの温かさが伝わる一杯で
した！午後までの間、障がい者・高齢者
の疑似体験、車イス体験、妊婦体験も
行いました。臨月のお腹を体験した男性
は、「子どもを産むってこんなに大変な
んだ。」と、後で奥さんに感謝していまし

た。素敵ですね！午後からのトークセッ
ションでは、「障がいってなんだろう」を
テーマに障がいのある当事者や一緒に
活動している方がパネラーとして、本音
トークを繰り広げました。「障がい」って
人それぞれに定義が違っている。障がい
があってもなくても、生きづらいと思う
こともあれば、楽しいと思うこともたくさ
んある。みんな幸せに生き生きと暮らし
たいと思っている。私たちの偏見や思い
込みが、ただ当たり前で真っ直ぐなこと
を歪ませてしまうのだと感じました。会
場いっぱいに集まった「あい♥メッセー
ジ」は６６０枚！ご協力いただいたみな
さん、本当にありがとうございました。「つ
ながろう！かみじま」をテーマに何とか
形になったこの企画。まだまだ最初の一
歩ではありますが、あらたな一歩！また
来年、さらにたくさんの方とつながれる
ことを期待しています。

あい♥あいフェスタ・レポ

手作り麦味噌がほんのり
甘い具沢山みそ汁

島おこし協力隊活動報告

島
お
こ
し
協
力
隊

佐
藤
　
仁
美

生
涯
学
習
課

中
西
　
智
恵

あらたな一歩！
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ALT コーナー / えひめ国体情報

愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会 2017 情報

５月潮汐表 高　　潮 低　　潮
日 潮 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1日(月) 中  2:23 364 14:14 303  8:35  93 20:38  26
2日(火) 中  3:19 342 15:10 280  9:32 114 21:35  52
3日(水) 小  4:26 322 16:24 261 10:44 129 22:46  77
4日(木) 小  5:44 309 17:56 255 12:09 131   -   - 
5日(金) 長  7:00 307 19:23 267  0:12  92 13:31 117
6日(土) 若  8:04 313 20:32 289  1:37  93 14:34  95
7日(日) 中  8:57 320 21:26 312  2:46  86 15:23  73
8日(月) 中  9:40 325 22:12 331  3:40  79 16:03  54
9日(火) 中 10:17 326 22:52 344  4:25  76 16:39  41

10日(水) 大 10:50 324 23:28 351  5:04  78 17:11  33
11日(木) 大 11:20 319   -   -  5:40  84 17:41  30
12日(金) 大  0:01 352 11:48 311  6:13  94 18:10  32
13日(土) 大  0:34 348 12:15 302  6:44 106 18:37  37
14日(日) 中  1:06 341 12:42 292  7:15 119 19:06  46
15日(月) 中  1:39 331 13:12 281  7:47 131 19:37  57
16日(火) 中  2:16 320 13:46 268  8:24 143 20:13  72
17日(水) 小  3:00 308 14:31 255  9:10 152 20:58  89
18日(木) 小  3:54 297 15:36 243 10:10 157 21:58 106
19日(金) 小  5:02 290 17:08 239 11:26 154 23:16 119
20日(土) 長  6:14 291 18:40 253 12:44 138   -   - 
21日(日) 若  7:18 300 19:52 280  0:43 120 13:48 112
22日(月) 中  8:12 313 20:50 313  1:59 110 14:39  83
23日(火) 中  9:00 327 21:40 345  3:00  96 15:24  52
24日(水) 中  9:43 339 22:26 372  3:51  82 16:06  25
25日(木) 大 10:25 348 23:10 392  4:38  72 16:47   3
26日(金) 大 11:05 352 23:54 403  5:23  68 17:27 -11
27日(土) 大 11:46 350   -   -  6:06  70 18:09 -15
28日(日) 大  0:38 403 12:28 342  6:51  77 18:51  -9
29日(月) 中  1:24 395 13:12 329  7:37  89 19:36   6
30日(火) 中  2:12 380 14:01 311  8:26 103 20:24  29
31日(水) 中  3:05 360 14:57 291  9:20 116 21:18  58

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会発行潮汐表に基づいたものです。

愛顔つなぐえひめ国体デモンストレーションスポーツ
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ゆ め し ま 海 道 ウ ォ ー キ ン グ 開 催

弓削	 月	19:30 ～ 	弓削地域交流センター
生名	 月	 9:00 ～ 	３分団集会所
岩城	木	20:00 ～ 	岩城総合支所庁舎
魚島	水	19:30 ～ 	魚島開発センター

英会話教室

今月の担当 ALT
ハーパー・エマニュエル

春は久しく会ってない仲良しの友のよう
に、やっと来ました！暖かい天気に感謝し
て、初めて、直接桜を見るのを楽しみにし
ています。日本では春と言えば桜が咲いた
り花見のことですが、僕にとって春という
のはマルディグラということです。
マルディグラは２月にあるのに、春の前
に始まります。マルディグラは世界中でお
祝いされる祭りです。カトリックの伝統で
すが、ほとんどの人は楽しく時間を過ごす
ために行きます。マルディグラは四

しじゅんせつ
旬節の

前にあります。四旬節は46日間かかりま
す。四旬節の間にカトリックは断食したり
祈ったりします。アメリカで一番大きいマ
ルディグラ祭りは、ニューオリンズにあり
ます。２週間ぐらいかかります。人々は色
んな国から来るので道はとても混んでいま

す。参加者はプラスチックビーズを投げて
もらいます。ビーズをもらえばもらうほど
いいですよ！アルコールとキングケーキとい
うケーキはいっぱいあります。キングケー
キはマルディグラの色（紫、黄色、緑）が
あります。小さいプラスチック赤ちゃんが
ケーキに入っています。赤ちゃんが入って
いるケーキスライスをもらう人は来年のマ
ルディグラパーティの司会をしないといけ
ないです。道は大きい山車だらけです。ク
ルーという組は、この山車を持っています。
クルーはカラフル衣装を着ながら道で歩い
たり踊ったりします。マルディグラはとても
奔放の祭りです。調子に乗りやすいです！
最初は変そうですが、チャンスがあれば
行ってみて、楽しんでみてはいかがでしょ
うか？

上島の文芸 / 潮汐表

Mardis Gras ーマルディグラー

来る５月１４日（日）10：00 ～　愛顔つなぐえひめ
国体デモンストレーションスポーツ「ゆめしま海道
ウォーキング」が開催されます。立石多目的グラウン
ド～せとうち交流館までの約７ｋｍのコースを歩きま
す。参加者を見かけましたら、温かい声援等よろし
くお願いします。なお、当日は多数の参加者が見込
まれます。特にコースとなっている道を車両で通行さ
れる際は、歩行者へ十分注意していただきますよう
お願いいたします。

今治保健所の健康相談事業

エイズ相談・肝炎相談・血液検査…無料・匿名
毎週火曜日　10時〜11時※電話相談は随時

（祝日、年末年始の休日を除く）
難病相談…予約制
毎月第２水曜日　13時〜15時※電話相談は
随時
生涯を通じた女性の健康相談…予約制
奇数月第４金曜日　15:30~16:30
女性の心身の健康に関する相談
精神保健相談　随時（来所及び電話相談）
問い合わせ　☎︎0898−23−2500（代）
　　　　　　FAX 0898-43-2531

「愛
え

顔
がお

」あふれる感動のエピソード・
「愛

え

顔
がお

」の写真募集（賞金最高10万円）

愛と笑顔が結ばれて生まれた「愛顔（えがお）」。
県では７月３１日（月）まで、愛顔あふれる感
動のエピソード及び愛顔の写真を募集していま
す。

【エピソード部門】自身の体験に基づく内容で
あればジャンルは不問／募集部門：一般、高校
生以下の２部門／問い合わせ先：愛媛県文化・
スポーツ振興課☎︎089-912-2972

【写真部門】ジャンルは不問（投稿者本人が撮っ
たものに限る。）／募集部門：小学生、中学生、
高校生、一般の４部門／問い合わせ先：（学）
河原学園学園本部☎︎089-943-5333
詳細は「愛顔感動ものがたり」で検索。
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培
の
ポ
イ
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ト

●
根
張
り
が
ご
く
浅
い
作
物

な
の
で
、
よ
く
耕
し
て
通
気

性
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
当
た
り
が
よ
く
、
風
通

し
の
よ
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

●
土
壌
病
害(

つ
る
割
れ
病

な
ど)

を
回
避
す
る
に
は
、

接
ぎ
木
苗
が
お
勧
め
で
す
。

●
乾
燥
に
弱
い
の
で
、
堆
肥

を
多
く
施
し
、
保
水
性
の
あ

る
土
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
べ
と
病
、
う
ど
ん
こ
病
が

発
生
し
や
す
い
の
で
、
耐
病

性
品
種
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
低
温
に
弱
い
の
で
、
早
植

え
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

図　立ちきゅうりの摘芯

作　型 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

立ちきゅうり（露地）
▲ 　■■ ■■■ ■

　　▲ 　■■ ■■■ ■
地這いきゅうり（露地） 　　● 　　● 　■■ ■■■

（●挽種、▲定植、■収穫）

きゅうりの栽培
立ちきゅうりと地這いきゅうりがあります。立ちきゅうりは５月上旬～6月下旬に苗を植え付け、地這いきゅうりは６月下旬～７月中旬に直接種をまきます。

しまなみ
農業だより

植
え
付
け
２
週
間
前
ま
で
に

10
㎡
あ
た
り
、
完
熟
堆
肥
40
～

50
㎏
、
苦
土
石
灰
1
㎏
、
化
学

肥
料
４
０
０
ｇ
を
ま
い
て
よ
く

耕
し
ま
す
。

土
づ
く
り

本
葉
で
３
～
４
枚
の
苗
を
株

間
50
㎝
で
植
え
付
け
ま
す
。

植
え
付
け
前
日
に
は
、
充
分

に
か
ん
水
を
し
て
お
き
ま
す
。

植
え
付
け
後
は
仮
支
柱
を
立

て
て
株
も
と
を
固
定
し
ま
す
。

立
ち
き
ゅ
う
り
は
植
え
付
け

後
２
週
間
程
度
で
ネ
ッ
ト
や
支

柱
を
立
て
て
つ
る
を
誘
引
し
ま

す
。 植

え
付
け

立
ち
き
ゅ
う
り

各
節
か
ら
芽
が
伸
び
ま
す

が
、
下
位
の
５
節
の
芽
と
花
は

全
て
除
き
ま
す
。
子
づ
る
は
実

が
付
い
た
先
の
葉
を
２
枚
残
し

て
摘
芯
し
ま
す
（
図
参
照
）。

孫
づ
る
は
放
任
し
ま
す
が
、

込
み
合
う
時
は
摘
心
し
ま
す
。

３
～
４
本
の
成
長
点
の
あ
る
芽

整
枝
・
摘
葉

を
伸
ば
す
と
勢
い

が
弱
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
葉
が
大
き

く
な
れ
ば
古
い
葉

を
除
き
ま
す
。
た

だ
し
、
摘
葉
は
１

株
に
つ
き
１
日
２

枚
ま
で
に
し
ま

す
。

地
這
い
き
ゅ
う
り

親
づ
る
６
～
７

枚
で
摘
芯
し
、
子

づ
る
４
本
を
残
し

て
摘
み
取
り
ま

す
。
子
づ
る
・
孫

常
に
適
度
な
水
分
が
あ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
土
が
乾
き
き

ら
な
い
う
ち
に
、
定
期
的
に
か

ん
水
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 か

ん
水

収
穫
最
盛
期
に
は
、
10
㎡
あ

た
り
５
０
０
ｇ
程
度
の
化
成
肥

料
を
10
～
15
日
お
き
に
通
路
に

施
し
ま
す
。
定
期
的
に
肥
料
を

追
肥

果
実
が
70
～
１
２
０
ｇ
の
時

に
収
穫
し
ま
す
。
夏
場
は
果
実

肥
大
が
旺
盛
で
、
開
花
後
７
～

10
日
で
収
穫
で
き
ま
す
。
株
を

疲
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
早
め

に
収
穫
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 収

獲

親づる

子づる

子づる

摘芯摘芯

① ②
②

①

づ
る
と
出
て
く
る
つ
る
は
す
べ
て

３
～
４
節
で
摘
芯
し
ま
す
。

施
し
、
草
勢
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
肥
料
が
多
す
ぎ

る
と
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な

る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

消 防 だ よ り

平成29年３月出動件数

（平成29年３月31日現在）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

火災・救急・救助は

【上島町消防署】☎︎77-4118

平
成
17
年
12
月
の
上
島
町
火

災
予
防
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
の
寝
室
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
（
煙
感
知
式
）

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店

な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
火
災
か
ら
の
逃
げ

遅
れ
防
止
の
た
め
に
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
早
急
に
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
営
住
宅
に
は
、
上
島
町
が

自
動
火
災
報
知
設
備
、
又
は
住

階段 寝室

寝室

居室

居室

★ ★

★

●寝室が１階と２階
　�寝室２部屋と階段上部

に設置

階段 寝室

居室

居室

居室

★ ★

●寝室が２階のみ
　�寝室１部屋と階段上部

に設置

階段 居室

寝室

居室

居室
★

●寝室が１階のみ
　寝室１部屋に設置

居室寝室 居室
★

●平屋建て
　寝室に設置

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H29累計
火災 0 0 2 0 2 2
救急 10 10 8 1 29 125

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

設
置
場
所

●
寝
室
に
設
置
義
務
が
あ
り
ま

す
。

●
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
踊
り
場
に
も
設

置
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
左
図
）

※
台
所
や
居
間
に
は
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
し
て

お
く
と
よ
り
安
心
で
す
。

注
意
点

★
壁
の
場
合
は
、
天
井
か
ら
15

～
50
㎝
以
内
に
取
り
付
け
て
下

さ
い
。

★
天
井
の
場
合
は
、
壁
か
ら
60

㎝
以
上
離
し
て
下
さ
い
。

★
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
場
合
は
、

吹
き
出
し
口
か
ら
１
．
５
ｍ
以

上
離
し
て
下
さ
い
。

岩城造船新人社員が消防体験！！
４月５日(水)、

岩城造船株式
会社の新人社員
７名が、消防体
験に来署しまし
た。体験者には、

上島町総合防災訓練にご参加ください
上島町総合防災
訓練は、今後30
年以内に70％の確
率で発生すると予
測されている南海

危険物取扱者試験のご案内
上危険物の専門知識を要する資格試験に挑
戦してみませんか？試験会場や受験方法などの
詳細については、下記の連絡先に電話をするか
ホームページにアクセスして確認して下さい。ま
た、上島町消防本部でも受験案内と願書を無
料配布しております。 

（財）消防試験研究センター愛媛県支部
☎ 089-932-8808　http:/www.shoubo-
shiken.or.jp/branch/37ehime/

消火器やポンプ車による放水訓練をはじめ救
命処置や救助訓練に取り組んでいただき、最
後に意見交換をして、消防体験は終了しました。
今回の消防体験
で学んだことを、
これからの業務
に活かしていた
だきたいと思い
ます。

トラフ巨大地震に備え、住民の防災意識の高
揚を図り、災害時における迅速・的確な対応力
の向上を目的としています。災害時に自らの命
を守るためにも積極的な参加をお願いします。
●日　時　５月28日（日）７時55分～
●予備日　６月４日（日）７時55分～
⃝場　所　上島町全域
●参　加　�上島町民（消防団員・自主防災組織・

防災士・町職員）
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各種お問い合せ☎︎72-9277　www.kamijima.info上島町観光協会

「あたりまえな」島暮らしの豊かさ
母方の祖父が佐島の出身です。空き
家問題がきっかけで５年前、30年ぶり
に佐島を訪れました。３年半前から空
き家再生のため島に通い始め、平成28
年４月に「古民家ゲストハウス汐見の家」
として開業しましたが、すっかり島の魅
力にハマり、島通いがおさまる気配はあ
りません。
「こがな何

なん
もない島に何

なん
しに来ょん」

と、当初は島の方にしょっちゅう聞かれ
ました。今でも島の素晴らしさを語ると
「そげなあたりまえのもんが面白いかの
う」と笑われ、なんと贅沢な、と感嘆し
ます。
自然、歴史、文化、産業、人、どれ
も語り尽くせませんが、季節に寄り添っ
た丁寧な暮らしと温かい人づきあいに
は、都市では望むべくもない豊かさがあ
ります。春の大潮には阿部直江さんに

声を掛けていただき磯遊びをしました。
ご近所から野菜、柑橘、魚介類をお裾
分けしていただくことも多く、折々の自
然の恵みと人情が身に沁みます。「汐見
の家」が縁で移住や長期滞在をした方
は14人に上りますが、誰もが暮らしの
豊かさと人々 の温かさを語ってくれます。
また、島の方は皆さん「田舎もんじゃ
けん」と謙遜されるのですが、北米移
民や海運の歴史を持つ弓削・佐島は海
外経験や海外に住むご親戚のある方が
珍しくないグローバルな島です。今年
90歳の田坂八郎さんから「わしゃあカ
ナダ生まれじゃけん」と言われた時の衝
撃は忘れられません。まだまだ知りたい
ことがたくさんあります。
島の方にお会いしに、島の魅力を味
わいに、これからも島通いを続けたいと
思います。

西村暢子さん（52）
商社勤務
東京都杉並区在住

ー 第３回 ー

お知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体
は
引
っ
越

し
し
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
ま
た
は
「
通
知
カ
ー
ド
」

に
新
住
所
を
追
記
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
転
入
届
を
提
出
す

る
際
に
、
転
入
先
の
市
区
町
村

窓
口
で「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

ま
た
は
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
住

所
変
更
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。転

入
届
を
出
し
た
場
合
で
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
変

更
手
続
を
行
う
こ
と
な
く
90
日

を
経
過
す
る
と
、
そ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
失
効
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
弓
削
住
民
課

☎
７
７
ー
２
５
０
３
／
生
名
住

民
課
☎︎
７
６
ー
３
０
０
０
／
岩

城
住
民
課
☎︎
７
５
ー
２
５
０
０

／
魚
島
住
民
福
祉
課
☎︎
７
８
ー

０
０
１
１

上
島
町
で
は
、
地
球
規
模
で

の
環
境
保
全
お
よ
び
環
境
問
題

に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
町
内
の
住
宅
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ

る
方
に
対
し
、
費
用
の一部
を
補

助
し
ま
す
。

●
補
助
金
額　

太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
１
ｋ
Ｗ
あ

た
り
４
万
５
千
円
（
上
限

１
８
万
円
）

●
申
請
受
付
期
間　
平
成
30
年

3
月
31
日
（
土
）
ま
で
※
期
間

内
で
あ
って
も
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
条
件
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
企
画
財
政
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課　

☎
７
７
ー
２
５
０
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通

知
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
手
続

も
お
忘
れ
な
く
！

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金

身
近
な
景
観
づ
く
り
活
動
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
む
団

体
・
グ
ル
ー
プ
を
募
って
い
ま
す
。

団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
は
、
既

存
の
団
体
で
も
、
新
た
に
つ
く

る
団
体
で
も
結
構
で
す
。
ご
近

所
の
方
と
の
協
同
グ
ル
ー
プ
や

趣
味
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ
る
活

動
も
対
象
で
す
。
上
島
町
景
観

計
画
に
則
し
て
継
続
的
に
行
って

い
た
だ
け
る
活
動
に
必
要
な
原

材
料
の
支
給
な
ど
の
支
援
を

行
って
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
景
観

を
良
く
し
て
い
く
活
動
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課　

☎
７
７
ー
２
５
０
０

狩
猟
等
免
許
取
得
お
よ
び

猟
銃
購
入
の
ご
案
内

上
島
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
多

発
し
て
お
り
、
捕
獲
隊
（
猟
友

会
）
の
方
が
捕
獲
を
行
って
い
ま

す
が
、
人
手
が
不
足
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
農
家
の
方
、

定
年
退
職
を
さ
れ
た
方
、
休
日

な
ら
活
動
で
き
る
町
民
の
皆
様
、

狩
猟
等
免
許
を
取
得
し
て
捕
獲

へ
の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。町

で
は
、
狩
猟
免
許
取
得
後

に
捕
獲
隊
（
猟
友
会
）
へ
入
会

さ
れ
る
方
へ
、
狩
猟
免
許
取
得
・

更
新
、
猟
銃
の
所
持
許
可
・
更

新
、
猟
銃
等
の
購
入
に
係
る
費

用
を
町
が
全
額
補
助
し
ま
す
。

狩
猟
等
免
許
（
わ
な
・
猟
銃
）

取
得
に
は
、
事
前
に
予
備
講
習

（
７
月
頃
）
を
受
講
し
、
狩
猟

等
免
許
試
験
（
８
～
９
月
頃
）

を
受
験
し
ま
す
。
ま
た
、
猟
銃

所
持
許
可
に
か
か
る
講
習
会
も

日
程
が
発
表
さ
れ
次
第
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
猟

銃
所
持
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

も
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
林
水
産
課
（
岩
城
・
弓
削
）、

産
業
建
設
課
（
魚
島
）
の
有
害

鳥
獣
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
へ
は
、

講
習
日
と
試
験
日
が
決
定
（
６

月
上
旬
頃
）
次
第
、
ご
連
絡
し

ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

岩
城

農
林
水
産
課
☎
７
５
ー

２
５
０
０
／
せ
と
う
ち
交
流
館

☎
７
７
ー
２
２
５
２
／
魚
島
産

業
建
設
課
☎
７
８
ー
０
０
１
１

●
申
込
方
法　
電
話
又
は
来
庁

●
申
込
期
限　
５
月
26
日（
金
）

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
、

避
難
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い

避
難
先
の
市
区
町
村
へ
、
ご

自
身
の
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ

い
。
避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県

や
市
町
村
か
ら
様
々
な
お
知
ら

せ
を
お
届
け
で
き
ま
す
。

●
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
が

受
け
ら
れ
る
情
報　
税
や
保
険

料
の
減
免
、
猶
予
、
期
限
延
長

等
の
お
知
ら
せ
／
見
舞
金
等
の

各
種
給
付
の
ご
連
絡
／
国
民
健

康
保
険
証
の
再
発
行
の
お
知
ら

せ●
提
供
し
て
い
た
だ
く
情
報　

氏
名
／
生
年
月
日
／
性
別
／
避

難
前
の
住
所
／
避
難
先
（
避
難

所
、
個
人
宅
等
）
の
情
報

●
問
い
合
わ
せ　

弓
削
住
民
課

☎
７
７
ー
２
５
０
３
／
生
名
住

民
課
☎
７
６
ー
３
０
０
０
／
岩

城
住
民
課
☎
７
５
ー
２
５
０
０

／
魚
島
住
民
福
祉
課
☎
７
８
ー

０
０
１
１

死亡叙位の受章のお知らせ
●平成28年11月29日　（叙勲）旭日単光章
　故　大林　晃利氏　元魚島村議会議員

●平成28年12月25日　（叙勲）旭日単光章
　故　竹林　秀夫氏　元上島町議会議員

キャベツの重ね煮

旬のキャベツの
うま味たっぷり！
スープも一緒に
いただきます

キャベツ・・・・・・・・・200ｇ(約5枚)
玉ねぎ・・・・・・・・・・1/2個
合いびき肉・・・・・・・・150ｇ
人参・・・・・・・・・・・50ｇ(1/3本)
　　薄力粉・・・・・・・大さじ1/2
　　溶き卵・・・・・・・・小1/2個分
　　塩・・・・・・・・・小さじ1/5
　　こしょう・ナツメグ・ ・少々
　　湯・・・・・・・・・150ｃｃ
　　コンソメ・・・・・・・1/4個
　　酒・砂糖・バター・・・各小さじ1
　　しょうゆ・・・・・・・小さじ1/2

A

B

1　キャベツは、たっぷりの熱湯でさっとゆでる(水にくぐらせ

て、レンジにかけてもよい)。芯はそぎ切りにする。

2　玉ねぎ・人参はみじん切りにする。

3　ボウルにひき肉を入れて練り、Aと2を加えて粘りが出るま

で混ぜ、2等分する。

4　厚手の浅鍋にバターを塗り、キャベツと3を交互に重ね、

最後にキャベツでおおう(芯も一緒に重ねる)。

5　Bを加え、クッキングペーパーの紙蓋と鍋蓋をして火にかけ、

煮立ったら弱火にして20分煮る。

6　食べやすく切り分けて器に盛る。

●作り方

●材料（2人分）

K A M I J I M A  K I T C H E N
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上
島
町
議
会

第
１
回
定
例
会

条
例
の
制
定

そ

の

他

■
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

相
手
方　

福
山
市
在
住
の
Ａ
氏

損
害
賠
償
金

１
１
７
４
万
８
１
０
円

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

村
上　

正
人
（
生
名
）

｜
同　
　

意
｜

竹
垣　

有
奉
（
弓
削
）

｜
同　
　

意
｜

ほ
か
、
そ
の
他
２
件

本
定
例
会
は
３
月
６
日

（
月
）
に
開
会
し
、
同
月
17

日
（
金
）
に
閉
会
。
議
案
49

件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

補

正

予

算

■
平
成
28
年
度
上
島
町
一
般
会

計
・
特
別
会
計
（
10
会
計
）

｜
原
案
可
決
｜

一
般
会
計

補
正
額　
▲
３
億
１
５
０
０
万
円

総　

額　

68
億
３
２
０
０
万
円

特
別
会
計

生
名
船
舶

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

介

護

サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険

農
業
集
落

排

水

簡
易
水
道

総
額
補
正
総
額
補
正
総
額
補
正
総
額
補
正
総
額
補
正
総
額
補
正

２
億
１
９
０
０
万
円

▲
１
３
０
０
万
円

４
億
６
３
０
万
円

▲
３
０
万
円

４
４
８
０
万
円

▲
２
２
０
万
円

８
億
４
８
５
０
万
円

▲
３
８
７
０
万
円

６
０
０
０
万
円

▲
１
５
０
万
円

２
億
３
１
８
０
万
円

▲
１
億
１
８
１
０
万
円

新
年
度
当
初
予
算

平
成
29
年
度
上
島
町
一
般
会

計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
企

業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
関

連
記
事
を
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

■
上
島
町
ふ
る
さ
と
応
援
条
例

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使
途

を
よ
り
幅
広
く
指
定
で
き
る
仕

組
み
と
し
、
本
町
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
と

す
る	

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
行
政
組
織
条
例

平
成
29
年
４
月
１
日
の
行
政

組
織
再
編
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る	

｜
原
案
可
決
｜

ほ
か
、
条
例
制
定
２
件

■
上
島
町
集
会
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

行
政
財
産
の
廃
止
に
伴
い
、

佐
島
集
会
所
の
項
目
を
削
除
す

る	

｜
原
案
可
決
｜

■
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー

ト　

フ
ェ
ス
パ
条
例
の
一
部
を
改

条
例
の
一
部
改
正

正
す
る
条
例

指
定
管
理
者
の
安
定
的
な
収

入
の
確
保
の
た
め
、
宿
泊
利
用

料
金
等
を
改
正
す
る

	

｜
原
案
可
決
｜

ほ
か
、条
例
の
一
部
改
正
10
件

条
例
の
廃
止

■
上
島
町
弓
削
下
水
道
整
備
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成
17
年
２
月
４
日
付
け
で

上
島
町
弓
削
下
水
道
事
業
受
益

者
分
担
金
条
例
を
廃
止
し
て
お

り
、
基
金
を
積
み
立
て
る
必
要

が
な
い
た
め	

｜
原
案
可
決
｜

お知らせ

公
共
下
水
道

後
期
高
齢
者

医　
　
　

療

国
民
健
康

保
険
診
療
所

国
民
健
康

保

険
総
額
補
正
総
額
補
正
総
額
補
正
総
額
補
正

５
億
１
０
０
０
万
円

▲
１
０
０
万
円

１
億
３
６
６
０
万
円

▲
１
２
０
０
万
円

７
３
２
０
万
円

▲
１
０
１
０
万
円

13
億
３
６
１
０
万
円

▲
７
３
０
０
万
円

お知らせ

請
求
期
間
は
、
平
成
30
年
４

月
２
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

●
支
給
対
象
者　
平
成
27
年
４

月
１
日
時
点
で
「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方

(

戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等)

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
（
※
戦
没
者
等
の
死
亡
後

に
生
ま
れ
た
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
）、
１　

平
成
27
年
４

月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
、

２　
戦
没
者
等
の
子
、
３　
戦

没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し

て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）、

４　
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

(

甥
、
姪
等)

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
場
所

弓
削
住
民
課
☎
７
７
ー

２
５
０
３
／
生
名
住
民
課
☎

７
６
ー
３
０
０
０
／
岩
城
住
民

課
☎
７
５
ー
２
５
０
０
／
魚
島

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
身
体

障
が
い
等
を
理
由
と
す
る
減
免

を
受
け
る
に
は
、
条
例
に
基
づ

き
減
免
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
さ
れ

る
方
は
、
次
の
要
領
で
お
願
い

し
ま
す
。

前
年
度
減
免
を
受
け
て
い
て

申
請
内
容
が
前
年
度
か
ら
変
更

の
な
い
方
は
、
申
請
の
簡
略
化

を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　
５
月
16
日（
火
）

～
25
日
（
木
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
【
前

年
度
申
請
さ
れ
て
い
て
、
変
更

等
の
な
い
方
】
軽
自
動
車
税
減

免
申
請
書
（
用
紙
は
役
場
に
あ

り
ま
す
）、
印
鑑
、
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書
、
身
体
障
害
者

手
帳
又
は
療
育
手
帳
等
／
【
新

規
・
変
更
の
あ
る
方
】
軽
自
動

車
税
減
免
申
請
書
（
用
紙
は
役

場
に
あ
り
ま
す
）、
印
鑑
、
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
、
身
体

障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

等
、運
転
免
許
証
、車
検
証
（
原

付
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
減
免
対
象　
歩
行
困
難
な
身

体
障
が
い
者
ま
た
は
精
神
障
が

い
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
／

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
ま

た
は
精
神
障
が
い
者
と
生
計
を一

に
し
、
身
体
障
が
い
者
ま
た
は

精
神
障
が
い
者
を
常
時
介
護
す

る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

（
1
台
に
限
る
）
／
身
体
障
害

者
等
が
専
用
に
利
用
す
る
構
造

の
軽
自
動
車

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免

者
は
対
象
外
で
す
。

な
お
、
愛
媛
県
今
治
支
局
税

務
室
職
員
が
下
記
の
と
お
り
出

張
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
出
張
受
付　

５
月
18
日（
木
）

●
会
場　

弓
削
総
合
支
所
（
９

時
30
分
～
12
時
）
／
岩
城
総
合

支
所
（
13
時
30
分
～
16
時
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

弓
削

税
務
課
☎
７
７
ー
２
５
０
０
／

生
名
住
民
課
☎
７
６
ー

３
０
０
０
／
岩
城
住
民
課
☎

７
５
ー
２
５
０
０
／
魚
島
住
民

福
祉
課
☎
７
８
ー
０
０
１
１

平
成
27
年
度
税
制
改
正
で
実

施
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）」
に
つ
い
て
、
特
例
措

置
が一年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

軽
自
動
車
税
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
延
長
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
の

免
除
申
請
に
つ
い
て

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か
？

住
民
福
祉
課
☎
７
８
ー

０
０
１
１

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

６
月
１
日
時
点
で
、
工
業
統

計
調
査(

経
済
産
業
省
所
管)

が

実
施
さ
れ
ま
す
。
工
業
統
計
調

査
と
は
、
１
年
間
の
生
産
活
動

に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原

材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
政
府

の
重
要
な
調
査
で
す
。

●
調
査
対
象　

製
造
業
を
営
む

従
業
員
４
人
以
上
の
全
て
の
事

業
所
（
※
従
業
者
３
人
以
下
の

事
業
所
に
つい
て
も
、
調
査
員
が

「
事
業
所
名
・
所
在
地
・
従
業

者
数
・
主
要
製
造
品
名
」
等
の

確
認
に
伺
い
ま
す
。）

●
回
答
方
法　

紙
の
調
査
票 

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

パソ
コ

ン
の
み)

調
査
書
類
は
５
月
中
旬
～
６

月
上
旬
に
か
け
て
、
統
計
調
査

員
が
配
布
、
ま
た
は
、
経
済
産

業
省
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

広
報
情
報
課　

☎
７
７
ー
２
５
０
０

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
に
新
規
取
得
（
登

録
）
し
た
三
輪
ま
た
は
四
輪
の

軽
自
動
車
に
つ
い
て
、一定
の
基

準
を
満
た
す
車
両
は
、
平
成
29

年
度
軽
自
動
車
税
に
限
り
「
グ

リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）」
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
新
規
取
得

（
登
録
）
さ
れ
、一定
の
基
準
を

満
た
し
、
平
成
28
年
度
軽
自
動

車
税
で
「
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽

課
）」
を
受
け
た
車
両
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税

で
は
「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽

課
）」
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎

７
７
ー
２
５
０
０

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
、

活
動
強
化
週
間

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
5
月
12
日
を
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と

し
、
5
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で

の
１
週
間
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
活
動
を
地
域
の
み
な
さ

ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
活
動
強
化
週
間
」
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ

い
て民

生
委
員
は
、
民
生
委
員
法

に
よ
り
住
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
、厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱（
民

生
委
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

を
依
頼
）
し
ま
す
。
ま
た
、
児

童
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

よ
っ
て
民
生
委
員
が
兼
ね
て
お

り
、
児
童
福
祉
問
題
を
専
門
に

担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
も
い

ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役

割
・
活
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

常
に
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、

安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
担
当
す
る
地

域
の
な
か
で
、
生
活
上
の
心
配

ご
と
の
相
談
や
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
の
お
手
伝

い
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
役

割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
福

祉
に
関
す
る
相
談
や
支
援
の
担

い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
み

な
さ
ま
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
存
在
や
そ
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課

題
の
解
決
を
す
す
め
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
で
の
支
え
あ
い

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

民
生
委
員
の
活
動
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

☎

７
７
ー
２
５
０
３

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す

ご協力よろしく
お願いします
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一般会計
歳入

65億5,900万円 自
主

財
源

36
.71

％

依
存

財
源

63.29％

平成29年度一般会計予算の内訳

一般会計
歳出

65億5,900万円

町税（8.08％）
5億3,007万円

繰越金（1.07％）
7,000万円

その他（27.56％）
18億762万円

地方交付税（40.37％）
26億4,800万円

国庫支出金（4.83％）
3億1,658万円

県支出金（5.74％）
3億7,643万円

町債（10.23％）
6億7,070万円

各種交付金（2.13％）
1億3,960万円

総務費（16.68％）
10億9,404万円

土木費（11.73％）
7億6,960万円

民生費（19.86％）
13億240万円

衛生費（13.88％）
9億1,009万円

教育費（5.60％）
3億6,757万円

農林水産業費（5.58％）
3億6,584万円

消防費（4.50％）
2億9,520万円

商工費（1.47％）
9,612万円

公債費（16.77％）
11億8万円

その他（3.93％）
2億5,806万円

歳入その他の内訳
分担金及び負担金 6,339 万円
使用料及び手数料 1億4,036 万円
財産収入 2,536 万円
寄附金 100 万円
繰入金 14億7,661 万円
諸収入 1億90 万円

用
語
解
説

一
般
会
計　

福
祉
や
教
育
、
土

木
、
農
林
水
産
や
商
工
観
光
振

興
事
業
な
ど
町
の
基
本
的
な
行

政
運
営
を
行
う
会
計

特
別
会
計　

独
立
採
算
に
よ
る

特
定
の
事
業
を
経
理
す
る
会
計

企
業
会
計　

一
般
会
計
と
は
別

に
特
定
の
収
入
支
出
に
よ
り
処

理
さ
れ
る
会
計

自
主
財
源　

町
税
・
手
数
料
・

使
用
料
・
財
産
収
入
・
寄
附
金

な
ど
、
町
が
独
自
に
調
達
で
き

る
財
源

依
存
財
源
　
地
方
交
付
税
の
ほ

か
国
や
県
に
依
存
す
る
か
た
ち

で
調
達
す
る
財
源

町
税
　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金

地
方
交
付
税
　
ど
の
地
域
で
も

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

地
方
譲
与
税
　
国
が
徴
収
し
た

税
金
を
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ

り
町
へ
譲
与
さ
れ
る
お
金

町
債
　
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用

す
る
建
物
や
道
路
の
建
設
工
事

な
ど
町
が
大
き
な
事
業
を
す
る

た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金

上島町の予算

３月に開かれた上島町議会第１回定例会において、平成29年度当初予算が
承認されました。一般会計予算は前年度に比べ１億3,200万円減少し、65億
5,900万円の予算編成となりました。これに特別会計と企業会計を加えた全会
計の予算総額は111億7,012万円となりました。

「島人による上島ならではのまちづくり」
住民自らによる、産業・歴史・文化・自然を活かしたまちづくりに向けて

平成29年度会計別予算と前年度増減比
会 計 名 予 算 額 前 年 度 比

一般会計 65億5,900 万円 ▲13,200 万円

特
別
会
計

国民健康保険 13億3,000 万円 ▲7,800 万円
国保診療所 2億5,910 万円 17,460 万円
へき地出張診療所 680 万円 ▲10 万円
後期高齢者医療 1億3,820 万円 ▲1,040 万円
公共下水道 3億9,800 万円 ▲11,300 万円
簡易水道 1億8,900 万円 ▲15,940 万円
CATV 1億4,000 万円 150 万円
農業集落排水 6,150 万円 0 万円
介護保険 9億3,090 万円 6,440 万円
介護サービス 5,460 万円 760 万円
浄化槽 3,300 万円 100 万円
魚島船舶 1億1,030 万円 ▲50 万円
特別養護老人ホーム 4億300 万円 ▲520 万円
生名船舶 2億2,800 万円 ▲400 万円

合 計 42億8,240 万円 ▲12,150 万円
企 上水道 3億2,872 万円 3,696 万円

各種交付金の内訳
地方譲与税 2,180 万円
利子割交付金 90 万円
配当割交付金 250 万円
株式等譲渡所得割交付金 180 万円
地方消費税交付金 1億900 万円
自動車取得税交付金 220 万円
地方特例交付金 140 万円
交通安全対策特別交付金 0.1 万円

歳出その他の内訳
議会費 6,674 万円
災害復旧費 462 万円
諸支出金 1億7,745 万円
予備費 925 万円

分
担
金
及
び
負
担
金
　
町
の
行

う
事
業
に
よ
り
利
益
を
受
け
る

方
か
ら
そ
の
受
益
を
限
度
と
し

て
徴
収
す
る
も
の

総
務
費
　
役
場
の
管
理
運
営
、

町
の
広
報
活
動
な
ど
に
要
す
る

経
費

土
木
費
　
道
路
、
橋
、
河
川
、

公
営
住
宅
等
の
管
理
や
整
備
な

ど
に
要
す
る
経
費

民
生
費
　
子
育
て
支
援
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
福
祉
、
医
療
な

ど
に
要
す
る
経
費

衛
生
費
　
ご
み
処
理
、
環
境
保

全
な
ど
に
要
す
る
経
費

教
育
費
　
学
校
教
育
、
生
涯
学

習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
要

す
る
経
費

農
林
水
産
業
費
　
農
業
・
水
産

業
の
振
興
や
林
道
の
整
備
な
ど

に
要
す
る
経
費

消
防
費
　
消
防
や
防
災
な
ど
に

要
す
る
経
費

商
工
費
　
商
工
、
観
光
の
振
興

な
ど
に
要
す
る
経
費

公
債
費
　
町
債
の
返
済
に
か
か

る
費
用
。
現
在
利
用
す
る
人
と

将
来
利
用
す
る
人
が
公
平
に
負

担
し
ま
す
。

議
会
費
　
議
会
運
営
な
ど
に

要
す
る
経
費
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課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

住 民 課 発達支援センター
☎︎72-9366 松浦　里佳

健康推進課 （菊本　昌克）
健康推進係
☎︎77-3700 竹林　佳子 中里　亜美　　益田　眞樹
包括支援センター
☎︎77-3700 中場　麻美

教育委員会

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

住 民 課 赤尾　京子 保 育 所 大出　牧子 英　満知子　　進村　　茜　　佐伯　　彩
岡辺　咲栄　　村上　綾子臨 臨

新

生名総合支所　☎︎７６ー３０００（代）
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
総 務 課 （今井孝三郎） 総 務 係 岡本　圭一 大本喜代子　　濱口　絵美
住 民 課 （金本　浩道） 住 民 係 岡辺　将司　村上　紀子　　岡島有紀子　　荒井　奈緒

健康推進課 [支所総括]
大本　一明 菊本　昌克 高齢者介護係 （菊本　昌克）青木　麻衣　　望月　　崇　　中坂　　旬

建 設 課 （山本九十九） 建 設 係 茂木　昭彦 松本　　恵

臨 臨
臨

臨新

臨

公共交通課
自動車運転手
左高　拓也

バスの運転手をしていま
す。安全運転で頑張ってい
きます

海光園
管理栄養士
河本　由香

「食」を通じて生活の質の
向上に繋げていただけるよ
うに努めていきたいです

臨

弓削保健センター

潮湯　☎︎７４ー０８０８
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
健康推進課 （菊本　昌克） 潮 湯 黒田　栄一 清水　智恵　　田頭　　錬臨臨

海光園
看護師
中村佳名子

利用者さんの健康や海光
園での生活がよりよい日々
になるよう努めて参ります

海光園
介護士
白井　亨吾

利用者さんの笑顔が増える
よう接して行ければと思い
ます

生名保育所　☎︎７６ー２００９

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

公共交通課 河端　光法
後藤　隆宏 公共交通係 （後藤　隆宏）濵中友紀子　　原田　大介
藤本　正人 （生名船舶） 高田　秀紀

中本　幸造
田中　崇宏

村上　貴樹　　村上　雅信　　小野　剛史
東田　光起　　濱田　陽笙

立石港務所　☎︎７６−２２２４

【愛媛県市町振興課派遣：濵本　一人】【愛媛県東予地方局今治支局商工観光室派遣：中田　光（７月から）】
【滞納整理機構派遣：菅　勝】【弓削商船高等専門学校派遣：木原　良太】

生名保健センター
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

健康推進課 （菊本　昌克）
健康推進係
☎︎74-0911

澤村　留美
浜本　美紀 杉山　智子　　岡本　　京

包括支援センター
☎︎76-2261

松岡　智子
後藤恵理奈 山本香緒里臨

せとうち交流館　☎︎７７ー２２５２
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

産業振興課 大林　卓也 農林水産係 田名後一成 児玉　　成
商工観光係 山上　　豊　　川島　美奈臨

健康推進課
望月　崇

平成29年度上島町人事配置表

【町長　宮脇　馨　　副町長　村上　和志　　教育長　浜田　和保】
弓削総合支所　☎︎７７ー２５００（代）
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

総 務 課 [支所総括]
古本　　正 今井孝三郎 庶 務 係 前神　　愛

市田　善紀　　垣村　紀久　　北岡　和也
杉本千絵美　　徳田　朋子　　佐伯　美幸
上村めぐみ

防 災 係 羽藤　　淳

管 財 課 荒井　　健 施設管理係 中塚　雅士 赤尾　　孝　　瀬濤　美和
契 約 係 柏原　利昭 窪田　駿介

企画財政課 杉田　和房 檜垣　明宏 企画政策係 （檜垣　明宏）村上　雅彦　　小林　宣貴　　村上真由子
山本　勝幸 財 政 係 （山本　勝幸）山尾　宥翔　　森本美智子

広報情報課 蓼原　洋樹 青木　英和
広報広聴係 増岡　浪江　　阿部　未来
情報推進係 元森　龍太
C A T V 係 （青木　英和）池本　寛人　　居村　智仁　　岡島奈保子

税 務 課 黒瀬　智貴
資 産 税 係 奥河　健司
町 民 税 係 村上　栄子
収 納 係 松坂佑佳乃　　青木　俊樹

住 民 課
☎︎77-2503 今井　　稔 金本　浩道 保険福祉係　 村上　英則 村上　裕美　　大出　千加　　久保　愛菜　　

戸籍住民係 田房　聡子 岡田　浩枝

建 設 課
☎︎77-2501 越智　康浩

松浦　孝志 土木建設係 （松浦　孝志）村上　　徹　　村上　　慶
山本九十九 寺下　正道

管理用地係 谷川　裕典
住 宅 係 赤瀬　　諒　　平田　真紀

出 納 室 角濵　信夫 会 計 係 平岡冨喜子　　田名後　梓　
議会事務局 東　　秀彦 久保　真弓

新

新

臨

臨臨

臨

新

臨

臨
臨臨

新
臨

再
臨

総務課
北岡　和也

愛媛県上島町の煌きを大
切にし、さらなる発展への
力となれるよう努めます

総務課
羽藤　淳

上島町の皆さまの支えとな
れるような職員を目指し、
何事にも挑戦していきます

新人職員
紹 介

よろしくお願いします！

★

笑顔とサービス精神溢れる
対応で、町民の皆さまの健
やかな生活に貢献します

生活環境課庁舎（元公営事業課庁舎）

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

住 民 課 柏原　賞子 保 育 所 澤田　理恵
北野　直江

山上　結花　　田頭　弥栄　　越智　綾子
重田有加利　　居村　季子　　向井　理恵　

臨
臨 臨 臨

弓削保育所　☎︎７７ー２１１６

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
生活環境課
☎︎77-4545 中濵　淳一 上下水道係 久保　泰嗣 濱中　伸一　　桝田　　譲　　左高　直樹

環境衛生係 丸山　俊次　　中谷　和明
公共交通課
☎︎76-2224

公共交通係
（ バ ス ）

山本　之和　　原　　弘樹　　松下　浩二
左高　拓也

臨

新

再
再

臨

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
学校教育課
☎︎77-2207

多田　恵一
（主幹）田中 和英 学校教育係 （指導主事）

藤原　勝彦
原山　美咲　　國延　典子　　山本ちさと
村上　聖花　　福永　　勝

生涯学習課
☎︎77-2128

池本　雅則 生涯学習係 中西　智恵 有馬　啓介　　徳永　泰明　　木川　翔太
村上貴志夫

（室長）田房 良和 国体推進室 徳井　信貴（弓削商船派遣職員）

臨
臨 臨

新
臨

臨
臨
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課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

住 民 課 山本　泰子 保 育 所 津国　奈美
濱本　誠子　　吉平　明歩　　田名後　澪
左高　乙加　　西村　麻生　　村上かおり
八原　直美　　徳永　アヤ　　砂川かほる

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

住民福祉課 （所長兼務）
柏原　賞子 保 育 所 大西真由美

松﨑　幸正　　加登　育美　　村上　和子　　清水　慶子　　森本　利恵　　浜口　祐子　　加登　智利
西本亜希子　　高松　有希　　中山　麻衣　　野村　由美　　多木　陽子　　村上　晴香　　野村　美峰

消防本部　火事・救急は１１９　それ以外のご用件は☎︎７７−４１１８
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
消 防 長 中辻　　洋

総務予防課 濱田　将典 澤村　康弘 庶 務 係 山下　拓也
予 防 係 能地　　建

消 防 署 （署長）小林 俊則

（副署長）
森本　和義

（課長補佐）
田中耕二郎

消 防 係 居村　浩二

救 急 係
尾野村泰宏
濱田　泰也
中西　雅紀

中西　克幸　　穂積　雅晴　　水島　隆宏
大林　龍之　　池上　幸大　　池本　拓也
森實　宏行　　中本　裕也　　檀上　寛行
村上　　諒　　菅　　貫太　　黒田　朋希
岡田　一浩新

新

消防署
消防士
黒田　朋希

地域の方から信頼される
消防士を目指したいと思
います

消防署
消防士
岡田　一浩

地域に貢献し、信頼され
る消防士を目指したいと
思います

商工観光課
中田　光

町民の方との交流を大切に
し、また、町民の頼りにな
る職員を目指します

よりよい町づくりができる
よう精一杯頑張ります

生涯学習課
木川　翔太

魚島総合支所　☎︎７８ー００１１（代）
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

支 所 長 [支所総括]
小林　　薫

総 務 課 （主幹）小林 　薫 総 務 係 佐伯　和恵 羽藤　義将
住民福祉課 大舩　英夫 住 民 係 大石　晃裕 秦　光一郎

産業建設課 藤田　直弥
産業建設係 （藤田　直弥）濱田　原輝

横井　盛治
公共交通係 （横井　盛治）

（魚島船舶） 大西　　潤 山本　倫弘　　西山　文規　　黒田　明弘
学校教育課 横井　政宣 学校教育係 松尾　永三
生涯学習課 生涯学習係

臨

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
住民福祉課 （大舩　英夫） 健康推進係 三上　敦子 竹内美千代　　森本　利恵 再

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
住民福祉課 （所長）甲斐 有司 診 療 所 山下　省三 中原　睦子

魚島国民健康保険診療所　☎︎７８ー０２４５

魚島保健センター　☎︎７４ー１１２０

魚島保育所　☎︎７８ー０２３０

【退職者　平成29年３月31日付】お 世 話 に なりました

平成29年度上島町人事配置表

岩城総合支所　☎︎７５ー２５００（代）
課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員
総 務 課 田中　耕造 総 務 係 百垣　愛弓　　林　満千恵

住 民 課 津國　昌成 住 民 係 古林　直子
黒瀬　洋二

澤村　美希　　古田　瑠奈

建 設 課 西本　桂将 建 設 係 亀井　正輝　　澤村　みか

農林水産課 [支所総括]
森本　英隆 岡本　恭典 農林振興係 佐伯　直記

大西　美香 森﨑　洋介　　村上　晃子

水産振興係 （岡本　恭典）高本　啓己　　中野　佑亮　　西本　康晃

商工観光課 澤田　一政 幸本　郁夫 商工観光係 坂上　将人 大岡真由美　　徳田健太郎　　中田　　光
造船振興係 （幸本　郁夫）

学校教育課 （主幹）梨木 善彦 学校教育係 田中みずほ　　岩崎伊津子
生涯学習課 生涯学習係 小田　照代

臨

臨

臨

臨再
新

臨 臨
臨

建設課
谷川　裕典

上島町のことをもっと知り、
上島町にしっかり貢献でき
るように頑張ります

建設課
土木技師
村上　慶

民間での経験を生かして努
力していきたいと思います

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

海 光 園 村上　和彦

庶 務 係 中村　直也　　松﨑　幸正　　上杉　倫子

業 務 係 原　　洋子

村上　智美　　中田　恵美　　須美　理恵
坂田　和恵　　中村佳名子　　松永　英子
村上志津枝　　山本　るり　　山本　淳子
濱田　　洋　　大橋　晶子　　小林　由紀
岡本　佳洋　　村上　貴之　　古本　成美
濱田亜紀子　　宮原　裕美　　柏原　充明
黒田　恵美　　村上香菜子　　村上　愛美
益田　祐一　　香川　加奈　　野間　一恭
日吉　忠朗　　山下　一将　　大西　達也
高本　　進　　地本　将司　　松下　恵大
白井　亨吾　　河本　由香　　濱口　祐子
村上　恵美　　有吉奈津子　　土井　真由
上村　真巳　　村上久留美　　村上　　均
宮地　智子

臨

臨 臨
臨

新

新 新 再

再

海光園　☎︎７６−２２５０

課 等 名 課長・主幹 課 長 補 佐 係 名 係長・担当職 係 員

健康推進課 （菊本　昌克）
健康推進係 柳原　由美　　澤田めぐみ　　白井　一幸
高齢者介護係 田名後高広
包括支援センター 大谷　進介

岩城保健センター　☎︎７４ー０７５５

住民課
保育士
佐伯　彩

住民課
保育士
西村　麻生

子どもたちと笑顔いっぱい
元気いっぱい過ごしていき
たいと思います

子どもや保護者、地域の人
から信頼される保育士にな
れるよう頑張ります

臨 臨
臨
臨

新

岩城保育所　☎︎７５ー２１４０
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島々の話題島々の話題

３/９

３月9日（木）、せとうち交流館において愛顔つなぐ
えひめ国体開催記念イベント東予地域体育協会連絡協
議会講演会を開催しました。講師に上島町名誉町民で
ある村上幸史氏をお迎えし「上島町から世界へ」～競
技生活を振り返って～をテーマに講演していただきまし
た。陸上競技のやり投げ種目を始めたきっかけから、
世界選手権・オリンピックと世界で活躍するに至るまで
の苦労や挫折、またそれを克服した経緯など、大変興
味深い話をしていただきました。今後も選手として活躍
すること、また今年開催の愛顔つなぐえひめ国体での
活躍を誓い、講演会は盛大のうちに幕を閉じました。

愛顔つなぐえひめ国体開催記念イベント
東予地域体育協会連絡協議会講演会

３/10

３月10日（金）、今治市伯方警察署において優秀安
全運転事業者表彰式が行われ、上島町から有限会社
小川工務店に銅賞が授与されました。これは、事業所
の交通事故抑止に向けた更なる安全運転意識の高揚
を図ることを目的に、全従業員に対する交通違反件数
の割合や人身事故件数の割合の基準を満たす事業所
に対し贈られるものです。授賞式後、社長の小川俊治
さんは、「一企業として、公共事業に携わっているもの
として、地域に根差して安全運転をこれからも続けて
いくよう、会社上げて頑張っていきます」といっそうの
安全運転を誓いました。

（有）小川工務店
優秀安全運転事業者表彰銅賞受賞

３/19

３月19日（日）、岩城島、生名島、弓削島をサイク
リングとクルージングで満喫するゆめしま海道サイクリ
ングツアーが開催されました。大勢のサイクリストが上
島町・ゆめしま海道を駆け抜け、その景色に歓声があ
がっていました。
また、当日は町民を対象としたスポーツサイクルの
体験乗車もあり、約 20 名が参加。スポーツサイクル
の乗り方をレクチャーしてもらった参加者は、ツアー客
と一緒にゆめしま海道を走り抜けました。初めて乗る
スポーツサイクルはとても爽快。「ちょっとくせになりそ
う」との声もきこえてきました。

ゆめしま海道サイクリング
船と自転車でゆめしま海道満喫３/22

３月22（水）、上島町と上島町内郵便局は、地域に
おける協力に関する協定を締結しました。
この協定は、住民が安心して暮らせる地域づくりを
目的としています。
協定内容は、上島町内郵便局の業務中に高齢者や
障がい者、子どもなど住民の異変や道路の異状、不
法投棄などを発見した時に町に情報提供を行ってもら
うものです。

上島町内郵便局と「地域における協
力に関する協定」を締結しました

３/26
第 6次の調査では、古墳時代前期に製塩活動を行っ

ていた浜堤で発見された製塩炉の構造が明らかとな
り、その浜堤の北側の平坦面では古墳時代や古代の
土器が出土し、生活の痕跡が確認されました。また、
遺跡の古環境を復元するための後背湿地でのボーリン
グ調査や土壌に含まれる微細な自然遺物を検出するフ
ローテーション法（水洗浮遊選別法）を導入したことも
報告されました。宮ノ浦遺跡の調査では、縄文時代や
弥生時代の土器も確認されており、さらには発掘調査
や花粉分析等から製塩活動を行っていた後の時代の
歴史の解明も進みつつあります。宮ノ浦地域における
生業と産業の歴史には、瀬戸内島嶼部の開拓史が凝
縮されており、その観点からも今後の宮ノ浦遺跡の調
査の進展が期待されています。
会場には、発掘調査で出土した製塩土器をはじめと

した遺物や宮ノ浦遺跡の調査研究成果をまとめたポス
ターが展示されました。古墳時代の製塩炉が確認され
た 15トレンチで剥ぎ取った土層展示の前では、地元
の参加者の皆さんが興味深く質問され、愛媛大学考
古学研究室の学生さんが分かりやすく丁寧に説明して
いる姿が印象的でした。

宮ノ浦遺跡第6次発掘調査成果報告会

３/25

３月25日（土）、立石多目的グラウンドにおいて、弓削中
学校と弓削サッカースクールの子供たちを対象にFC今治に
よるサッカー教室が開催されました。午前中はFC今治のトッ
プチームの練習を間近で見学させていただき、子供たちも
真剣に見入っていました。午後からはFC今治のコーチに
実際にプロの選手が行っている練習を教えていただきまし
たが、やはりプロの練習は難しく最初は子供たちも慌ててい
ましたがコーチが優しく教えて下さりだんだんと子供たちも
笑顔で練習をすることができました。当日は元日本代表監
督　岡田　武史さんも来て下さり選手と一緒に子供たちに
サインを書いていただきとても貴重な体験ができました。

FC今治サッカー教室

プロの指導に真剣に挑む４/９

４月９日（日）、松山市のニンジニアスタジアムにおい
て上島町による愛媛ＦＣマッチタウンとして、サッカー
Ｊ２・愛媛ＦＣのホームゲームが開催されました。
会場イベントでは魚島の海水で作られた水を配布
し、かみりんと一緒にグッズも配布しました！セレモニー
では、上島町の子どもたちがエスコートキッズとして選
手と手を繋いでピッチに堂 と々入場。宮脇町長が愛媛
ＦＣとロアッソ熊本の両チームのキャプテンに上島町特
産のレモンポークを贈呈し、健闘を祈りました。試合
ではJリーグ初出場となる丹羽選手の活躍により、愛
媛 FCが開幕戦以来の勝利をおさめました。

愛媛ＦＣマッチタウン

上島の子どもたちが堂 入々場

３月26日（日）、せとうち交流館多目的ホールにおい
て宮ノ浦遺跡第 6 次発掘調査成果報告会を開催しま
した。
成果報告会の前半では、「宮ノ浦遺跡と弓削島荘の
調査」と題し、町教育委員会から現在上島町で実施
している製塩遺跡等の調査事業の概要についての説
明をしました。後半では、愛媛大学東アジア古代鉄文
化研究センターの槙林啓介准教授から昨年 8月に実
施した宮ノ浦遺跡の発掘調査の成果と今後の調査に
向けての課題・展望についての報告がありました。

広報かみじま 2017.527 広報かみじま 2017.5 26



―入賞者発表―

「しまの暮らし、しまの旅」

感動の夕焼け／岩元　禎（西条市）最優秀賞

S E T O U C H I  K A M I J M A  P H O T O G R A P H  C O N T E S T
第 ３ 回 瀬 戸 内 か み じ ま フ ォ ト コ ン テ ス ト

ヒーロー大集合
山本　一正（尾道市） 優 秀 賞 魚島港の夕映え

大林　正憲（上島町）
島で老いて島で 笑う
野田　明宏（上島町）

おかえり
湯川　礼子（尾道市）

歓迎
井上　雄次（松山市）

桜
木下　嘉訓（上島町）

おじいちゃんとイカつり
益田　恵里（上島町）

夏の夕暮れ
池本　里実（上島町）

審 査 員 特 別 賞
６ 作 品

入 選
４ 作 品

パワースポット百貫島
木下　嘉訓（上島町）

弓削港花火
山台　雄三（西条市）

積善山の春
井上　雄次（松山市）

奴奉納
元森　武（尾道市）

町 長 賞

石灰山と星空
村木孝太郎（東京都）

観 光協会
会 長 賞

うれしくって！
大峯万喜子（上島町）

JAおちいまばり賞

お清め
大亀　福江（尾道市）

ひ めぎん賞

彩雲浮かぶ瓢箪島
有永　克司（埼玉県）

優 良 賞

主催：上島町観光協会
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戸籍だより 
※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け
出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方
のみを掲載しています。掲載をご希望の方は、
上島町各総合支所住民課へご連絡下さい。
■弓削総合支所　住民課　☎︎0897-77-2503
■生名総合支所　住民課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所　住民課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所住民福祉課☎︎0897-78-0011

死 亡 ご冥福をお祈りいたします

岡
おか

野
の

　英
えい

子
こ

	 ３月７日	 ８１歳（岩城）

中
なか

田
た

　善
よし

一
かず

	 ３月９日	 ７６歳（弓削）

中
なか

田
た

キ
き

ヨ
よ

ミ
み

	 ３月12日	 ９０歳（岩城）

村
むら

上
かみ

　静
しず

子
こ

	 ３月19日	 ９２歳（生名）

黒
くろ

瀬
せ

　辰
たつ

美
み

	 ３月22日	 ７６歳（岩城）

橋
はし

本
もと

ア
あ

ヤ
や

コ
こ

	 ３月22日	 ８５歳（岩城）

人口の動き 平成28年３月31日現在
※（　）は前月比です。

区分 男 女 合　計 世帯数

弓削 １, ５７４
（▲ 33）

１, ５７８
（▲ 14）

３, １５２
（▲ 47）

１, ８２４
（▲ 29）

生名 ７２０
（▲８）

８６８
（▲９）

１, ５８８
（▲ 17）

８５６
（▲８）

岩城 １, １９２
（▲ 13）

９４４
（▲ 10）

２, １３６
（▲ 23）

１, １７９
（▲９）

魚島 ９６
（▲２）

８５
（▲６）

１８１
（▲８）

１１９
（▲６）

合計 ３，５８２
（▲ 56）

３, ４７５
（▲ 39）

７，０５７
（▲ 95）

３, ９７８
（▲ 52）

出 生 おめでとうございます

婚 姻 いつまでもお幸せに

佐
さ

藤
とう

　宏
ひろ

樹
き

（広島県）♡ 濱
はま

中
なか

恵
え

理
り

子
こ

（弓 削）

村
むら

上
かみ

　雅
まさ

信
のぶ

（生 名）♡ 越
お

智
ち

　亜
あ

衣
い

（今治市）

德
とく

永
なが

　朱
あか

俐
り

	 貴
たか

久
ひさ

・智
とも

絵
え

（岩　城）

三光汽船（株）10万円	 桜まつりのため
村上　哲良	 金一封	 海光園のため

次の方に寄付をいただきました。紙上より厚く
お礼申し上げます。

H A P P Y  B I R T H D A Y

■締切 ５月８日 ( 月 )
■投稿方法　次を各総合支所へ投
稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚★①住所
②名前 ③性別 ④生年月日 ⑤保護
者名 ⑥電話番号 ⑦メッセージ

平成 2 8 年６月生まれの赤ちゃん写真募集 

1日(月) 潮湯休館日

2日(火) スポレク体育館 ・ 岩城郷土館休館日

3日(水) 憲法記念日　岩城郷土館休館日

4日(木) みどりの日　岩城郷土館休館日

5日(金) こどもの日　東泉寺お薬師祭・岩城郷土館休館日

6日(土)

7日(日)

8日(月) 潮湯休館日

9日(火) スポレク体育館 ・ 岩城郷土館休館日

10日(水) 行政相談（せとうち交流館 10：00～12：00）
潮湯水中歩行講座（10：45～11：30）

11日(木)

12日(金)

13日(土)

14日(日) ゆめしま海道ウォーキング（10:00 〜）
潮湯母の日イベント（女性無料）

15日(月) 潮湯休館日

16日(火) スポレク体育館 ・ 岩城郷土館休館日

17日(水) 行政相談（３分団集会所 10：00～12：00）
潮湯水中歩行講座（10：45～11：30）

18日(木)

19日(金)

20日(土)

21日(日)

22日(月) 潮湯休館日

23日(火) スポレク体育館 ・ 岩城郷土館休館日

24日(水) 潮湯休館日
潮湯水中歩行講座（10：45～11：30）

25日(木)

26日(金)

27日(土)

28日(日) 上島町総合防災訓練（７:55 〜）

29日(月) 潮湯休館日

30日(火) スポレク体育館 ・ 岩城郷土館休館日

31日(水) 潮湯水中歩行講座（10：45～11：30）

上島町５月行事カレンダー

行事カレンダー、戸籍だより

31（水）
○自動車税
○軽自動車税

バ ードウォッチング

　河川敷や広い野原などに生息するヒバリ
は、町内での観察記録はありません。繁殖
時期には、雄が囀りながら舞い上がっていく
行動は「揚げ雲雀」と呼ばれる縄張り宣言の
行動です。この行動から太陽に金を貸したと
いう昔話があります。ヒバリの語源は、晴れ
た日（日晴り）に囀る説や囀りの鳴き声に由
来します。　　　　　《提供　弓削野鳥の会》

ヒ バ リ（ ヒ バ リ 科 ）

Bird Watching

寄 付 
敬称略／３月31日までの受付

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう。

弓削商船高専公開講座

ー バスケットボール教室　第１回 ー

●日　時　６月11日（日）９時〜12時
●対　象　小・中学生
●受講料　無料
●定　員　20名程度
　　　　　（９人以下の場合は中止）
●持参物　�動きやすい服装・体育館シュー

ズ・お茶・タオル
●申込締切　６月１日（木）
●申込方法　申込書に必要事項を記入の
上、企画広報室企画係へ郵送、FAX、ま
たはメールでお申し込みください。受付は
先着順とし、定員になり次第締め切らせて
いただきます。※詳しくは本校HPでご確
認ください。
●申込・問い合わせ　〒794 ー2593上
島町弓削下弓削1000　弓削商船高等専
門 学 校 企 画 広 報 室 企 画 係　TEL77 ー
4613 ／ FAX77 ー 4691　E-mail 
kikaku@yuge.ac.jp　HP http://www.
yuge.ac.jp

県庁本館で結婚式を挙げませんか？

県では、県庁本館竣工88年の米寿を記
念して、本館内で結婚式を挙げるカップル
を募集しています。
●挙式日　　平成29年11月19日（日）
●募集人数　1組程度
●実施方法　河原パティシエ・医療・観光
専門学校の学生プロデュースによる結婚式
を県庁本館内で実施
●費　用　　会場使用料無料（挙式に要
する実費は自己負担）
●募集締切　5月31日（水）
●問い合わせ　愛媛県広報広聴課　
☎ 089-912-2243 ／ Fax　089-912-
2248
　※詳しくは、県ＨＰをご覧ください。
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三
千
本
桜
、

春
の
夜
空
に
咲
く

４
月
２
日
（
日
）
か
ら
９
日
（
日
）

に
か
け
て
、
岩
城
積
善
山
に
お
い
て

「
い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

目
に
す
る
と
１
年
寿
命
が
伸
び
る
と

言
い
伝
え
の
あ
る
三
千
本
桜
を
一
目

見
よ
う
と
、
全
国
か
ら
多
く
の
花
見

客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
が
訪
れ
、
大

変
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
は
夜
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
実
施
。岩
城
桜
公
園
で
は
、

岩
城
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
竹

を
く
り
抜
い
て
作
っ
た
「
竹
灯
り
」

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。「
竹
灯
り
」
か

ら
漏
れ
る
光
が
辺
り
を
や
わ
ら
か
く

照
ら
し
、
闇
夜
に
桜
の
姿
が
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。
昼
と
は
ま
た
違
っ

た
顔
を
見
せ
る
桜
に
、
訪
れ
た
花
見

客
も
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

今
月
か
ら
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報
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ま
が
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ー
ジ
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真
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く
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で
、
よ
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鮮
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そ
の
様
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を
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に
な
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ま
し

た
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に
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そ
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て
い
た
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け
る
よ
う
な
写
真
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紙
面

づ
く
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ま
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お
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ペ
ー

ジ
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ラ
ー
と
な
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が
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紙
面
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レ
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に
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